






要約:慢性肺疾患の暫定基準、病型分類でⅥ型と分類された 66 例を再調査し、33 例は非

慢性肺疾患、残りの 33 例はⅠ～Ⅴ型のいずれかに再分類した。長期入院例の追跡調査で

は、18 例中 5 例がその後死亡し、5 例は 2 年後の現在も入院中であった。また、9 施設で

のパイロット調査で、81 例の CLD のうち 40 例が修正 37 週の時点でも酸素投与を必要と

していた。


